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グローバル並びに地域的に水ストレスの高い流域にすむ人口比が，社会経済的なデータと GCMの出力結果を用いて，
気温の関数として見積もられた．世界的にみると，シナリオ A2では気温偏差が+1.5度まで急激に上昇する．シナリオ
A1bでは，高水ストレス人口比はシナリオ A2の場合より少ない．気温偏差が+1.5度を超えると，高水ストレス人口比
の増加の経度が緩やかになる．一方，シナリオ B1での高水ストレス人口比は，気温偏差が+1.2度を超えると減少に転ず
る．気候変動の影響を除去して，つまり流出を一定にして，高水ストレス人口比を見積もった結果によると，高水スト
レス人口比は，気候変動の影響の有無にかかわらずあまり変わらない．
次に地域ごとの高水ストレス人口比を見てみよう．北米（領域 1）における高水ストレス人口比は，現在 32％である．

シナリオ A1b，A2において，+0.6度までの気温偏差では，高水ストレス人口比は若干増加して約 40％となる．一方，シ
ナリオ B1では，気温偏差が+1.0度を超えると高水ストレス人口比は減少に転じ，現在とほぼ同じ水準になる．ラテンア
メリカ（領域 2）では，高水ストレス人口比は約 10～20%の増加となる．2020年代と 2050年代では，シナリオ B1にお
ける高水ストレス人口比は，他のシナリオのよる高水ストレス人口比と比べて高い．ヨーロッパ（領域 3）では，シナリ
オ A1bと A2の間に違いはあまりない．2050～2080年にかけて，シナリオ B1で高水ストレス人口比は減少する．中東
と北アフリカ（領域 4）は，現在とても高水ストレス人口比が高い領域である．ここでは，現在高水ストレス人口比は約
70%であるが，全シナリオにおいて 2050年代には約 90%まで上昇する．サハラ縁辺部（領域 5）では，すべてのシナリ
オにおいて，高水ストレス人口比が 2050年代に比べて約 5倍に上昇する．CIS（領域 6）では，気温偏差が約+1.5度ま
で全シナリオにおいて，高水ストレス人口比が増加する．アジア（領域 7）は，中東・北アフリカに次いで高水ストレス
人口比の高い地域である．それでもなお，シナリオ A2において，高水ストレス人口比は 55%から 80%に上昇する．他
のシナリオでは約 10%上昇する．現在，オセアニア（領域 8）では，高水ストレス人口比はとても小さい．また，各シ
ナリオにおいても気温偏差が+1.0度までは，高水ストレス人口比は変化しない．気温偏差が+1.5度を超えると，シナリ
オ A1bと A2で高水ストレス人口比は約 2倍になる．このような地域による差に関する考察を今後進めていく．

Parry et al. (2001)は，気温偏差が+2度を超えると気候変動の水リスクへの影響は深刻なものになると指摘している．
しかし，我々のアセスメントは彼らの指摘とは違う結果を導いた．流出だけでなく社会経済的指標（灌漑面積，工業用水
の増加，人口そのものの増加）を用いた水アセスメントを実施すると，気候変動による水リスクへの影響は大きくない．


